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寒さも少しずつ厳しくなり、冬の訪れを感じるこの頃。今年も瞬く間に過ぎていき、あっという

間に最後の月となりました。れんげ組さん 1人ひとりが、自分のペースで大きくたくましく成長し

てきた１年を振り返ると、様々な思い出が詰まった素敵な１年であったと嬉しく思います。今月は、

大きな舞台も待っていますので、まだまだたくさんの思い出をつくっていきたいと思います。 

＜ 今月の保育目標 ＞ 

 ○遊びを通じて、友だちと助け合いながら１つのことを成し遂げる喜びを味わう。  

○寒さに負けず、戸外でのびのびと遊ぶことを楽しむ。 

 

～ お知らせとお願い ～ 

○塗り絵（キャラクター等の指定はありません。）と色鉛筆を記名をして持ってきて頂いて構いませ

ん。個人ロッカーで保管します。 

○絵画活動用の白Ｔシャツは、個人の着替え袋に入れて管理していますので、衣類の補充や衣替え

の際は、必ず着替え袋に入れて頂きますよう、お願い致します。 

○予備のマスクがリュックに毎日２枚は、入っているようにしてください。また、園用マスクを使

用した場合は、個包装のマスクを必ず返却ください。 

2000人の吹奏楽の経験が 

           大きな自信に！ 

2000人の吹奏楽を大成功で終え、今でも遊

びの中で「ぴーっぴ！」と笛の音の真似が聞

こえてきたりとまだまだ熱が冷めていないれ

んげ組さん。大きな舞台をやりきった経験が

大きな自信となり、自分の思いを言葉でしっ

かり表現できるようになったり、全体への声

かけも注意深く聞いて意欲的に活動に参加す

る姿が見られています。芽生えた自信をより

大きく育てられるよう、挑戦できる環境をこ

れからも整えていきたいと思います。 

れんげ組の先生は誰？ 

 しっかり者さんが増え、気づけば保育者が

注意されるという立場逆転の事態に！？保育

者はスキンシップのつもりが「ちゃんと前を

見て歩きなさい！」「手洗うから後でね！」と

言われてしまい、保育者もついつい素直に「は

い。」と返事をしてしまう程です。また「どう

したの？手伝ってあげようか？」「一緒にして

あげるけん怖くないよ」と思いやりのある言

葉もたくさん聞かれ、心があたたかくなると

共に、優しい気持ちが育っていることに嬉し

く思います。毎日、ぷっと笑ってしまう事が

起こる愉快なクラスです！ 


